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：コミュニケーション誘発システム

■   技術概要

■   特記事項、
  　　図など

コミュニケーションを誘発するシステム

軽度脳障害患者、認知症患者の癒し治療

軽度脳障害患者、認知症患者からのコミュニケーションを積極的に引き出して癒し
や治療に役立てる。

本発明によれば、軽度脳障害患者、認知症患者の視線方向や発話状態に応じて
ぬいぐるみなどを動かしたりしゃべられたりして、軽度脳障害患者、認知症患者との
コミュニケーションを誘発してそれらの患者の治療を図ることができる。

軽度脳障害患者、認知症患者１２の視野内に置かれたぬいぐるみ１４によって軽度
脳障害患者等１２とのコミュニケーションを誘発しようとするシステムであって、軽度
脳障害患者等１２の視線状態と発話状態とを判定し、それらの２つの状態からぬい
ぐるみ１４の行わしめる動作と発話内容とを決定して軽度脳障害患者等１２のぬい
ぐるみ１４への関心を引き付けることによって、軽度脳障害患者等１２とぬいぐるみ
１４とのコミュニケーションを誘発している。


